当所の活動 by unknown
Title当所の活動
Author(s)







当 所 の 活 動
講 演










































































































E.MAEKAWA: Consideration or Nitrogen-


















































馬場啓一 ･角谷和男 ･小川雅広 :形成層帯特異的タ
-loョ-
ンバク質
伴野規博 ･砂川 匡 ･浅田隆之 ･福西伸一 ･馬場啓
一 ･角谷和男 ･小川雅広 ‥ポプラカルス教化過
程における特異的蛋白質の2次元電気泳動法に
よる同定
福西伸一 ｡浅田隆之 ･馬場啓一 ･角谷和男 ･砂川
匡 ･小川雅広 :ポプラカルス分化過程における
特異的タンパク質の免疫化学的解析


















前川英一 ･今村祐嗣 ･越島哲夫 :前処理木粉及びセ
ルp-ス試料の酵素糖化残液の形態観察


































題 広傑 ･則元 京 ･師岡淳郎 ･山田 正 :木材に
吸着した水の誘電挙動 (ⅠⅠ)
森岡茂勝 ･野村隆哉 ･山田 正 ･林 昭≡ :スギ枝
条部におけるあての発現機構に関する研究-令
枝条部でのあて分布一
野村隆哉 ･師岡淳郎 ･山田 正 :DMSO-パラホ
ルムアルデヒドによる非晶化木材の物性 (Ⅰ)
…結晶構造変化について-
野村隆哉 ･山田 正 ･中野隆人 :エステル化木材の
微細構造変化について (Ⅰ)
飯田生穂 ･浦上弘幸 ･野村隆哉 ･森岡茂勝 :樹種に
よる染色性の相違について
井上雅文 ･則元 京 ･山田 正 :木材の表面加工
(Ⅱ)表面圧密層の固定に及ぼす圧締温度の影









野村隆哉 ･森岡茂勝 ･飯田生穂 :生立体染色法によ
る未利用樹の有効利用一湿度調節機能を持つ面
材としての応用一
佐々木光 ･パンパン･スビヤント･浮田 豊 ･川井
秀一 :スチーム噴射式連続 プレスの開発研究
(Ⅰ)プレスの設計とマット内の温度変化













楊 搾 ･佐々木光 ･秦 正徳 :木質パーティクル
マットの曲面成型 (Ⅰ)グズミ要素法によるコ
ンピューターシミュレーション
王 潜 ･川井秀一 ･佐々木光 ･RazaliABDUL-
KADER:サバ産植林木 LVLの性質と複合は
りフランジとして利用 (Ⅰ)




石原茂久 ･吉田弥寿郎 ･川井秀一 ･高松淳久 ･井出
勇 ･吉田 綴 :炭素材料積層パーティクルボー
ド.Ⅵ 積層材に用いるグラファイトの耐火性
能
吉田弥寿郎 ･川井秀一 ･石原茂久 ･高松淳久 ･青田
緩 :炭素材料積層パーティクルボード,Ⅶ 壁
体の遮音及び耐火性能





所 雅彦 ･高橋旨象 ･山岡亮平 :イ-シロアリ道し
るべフェロモンの化学構造決定と生合成系
所 雅彦 ･今村祐嗣 ･高橋旨象 ･西本哲也 :シPア
リに対する木材のアセチル化処理の効果 (2)
性能発現機構の考察





角田邦夫 ･今村祐嗣 ･角田邦夫 ･足立昭夫 ･西本孝
一 :野外試験による木材保存剤の効力評価.
李 東拾 ･角田邦夫 ･高橋旨象 :木材腐朽菌による
有機ヨウ素系木材保存剤の分解

















石原茂久 :木造住宅及びその部材の防 ･耐火 (日本
木材学会研究分科会第二研究部会報告)
第4回紙パルプ工業におけるバイオテクノロジー
国際会議 (Fourth lnternational Conference
























































































































































































月8日)木材お よび リグニンの腐朽 ･防腐機
構,爆砕などについて見学 ･討議のため来所
佐藤 憧:｢マレイシア材並びに廃材の特徴づけ と
効率的利用に関する研究打合せ及び資料調査｣
(平成元年 3月8日～21日)マレーシア
栃木県工業技術センター次長他2名 (平成元年3月
9日)施設見学のため来所
吉野町林業研究グループ連絡協議会会長他40名 (辛
成元年3月20日)施設見学のため来所
謝益民氏 (中国 ･西北軽工業学院)(平成元年3月
10日)見学および木材の化学 ･生化学について
研修のため来所
Dr.S.Y.NAN(アメリカ合衆国 ･フロリダ大学準
教授)(平成元年3月13日)シロアリの生理活
性-質研究についての討議のため来所
Dr.Gerard FLEURY(フランス建築科学技術セ
ンター軽量外装熱湿気伝導研究部部長),Dr.
DominiqueBEGUIN(同研究員),Dr･Thierry
DtJFORESTEL(同研究員)(平成元年3月19日),
低比重パーティクルボードに関する討議,及び
研究施設見学のため来所
川井秀一:｢木質及び木質系複合材料の開発に関す
る研究調査｣(平成元年3月22日～ 6月19日)ア
メリカ合衆国,カナダ,.連合王国,フランス,
スイス, ドイツ連邦共和国,スウェ-デン,フ
ィンランド
Prof.ErieA.CoNN(アメリカ･カリフォルニア
大学デービス校生化学･生物理学教室教授)(辛
成元年4月11日) リグニンの生化学について討
議のため来所
大阪南青会グループ40名 (平成元年4月22日)施設
見学のため来所
Mr.SoehartonoSoEDARGO(インドネシア科学技
術協力国際協力課長) (平成元年4月24日)施
設見学のため来所
Dr.RobertTEASEDArTE(オーストラリア国ボンド
大学教授)(平成元年4月27日～28日)施設見
学のため来所
金亮孝民地2名 (韓国 ･製紙研究所器興分室)(辛
成元年4月25日) リグニンの微生物分解の紙パ
ルプへの応用について討議のため来所
Mr.NursjamsuBaharT.(インドネシアセル ロ
ース研究所)(平成元年5月8日)リグニン化学
の研究と論文博士についての相談のため来所
梅津俊明 :｢林産系天然有機化合物の化学的研究｣
(平成元年5月10日～ 2年5月9日)アメリカ
合衆国
樋口隆昌 :｢第4回パルプ紙工業におけるバイオテ
クノロジー国際会議及び第5回国際木材 ･パル
ビング化学シンポジウム出席｣(平成元年5月
15日～27日)アメリカ合衆国
越島哲夫 :｢第5回木材化学 ･パルプ化学国際シン
ポジウム及び木材 ･一年生草木 ･漂白工場廃液
に関する最近の分析 シンポジウム出席｣(平成
元年5月18日～26日)アメリカ合衆国
高橋旨象:｢第20回国際木材保存会議出席並びに新
規木材保存薬剤の開発に関する資料収集｣(辛
成元年5月18日～30日)連合王国,フィンラン
ド国, ドイツ連邦共和国
沈 樫氏他2名 (韓国林業研究院)(平成元年6
月2日)施設見学のため来所
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Prof.JosefBAUCH(-ソブルグ大学木材生物学教
授)(平成元年6月8日)施設見学のため来所
Dr.W.ErnestHsu (Research Scientistor
ForintekCanadaCorp.)(平成元年6月5日)
｢木質ボードの製造と性質に関する研究調査｣
のため来所
Prof.BorjeSTEENBERG(スウェーデン･マーカ
ス･ワレンブルグ財団理事,王立工学研究所名
誉教授)(平成元年6月19日)マ-カス･ワレ
ンブルグ賞の歴史的背景と現在についての説明
と,セルロースのコンフォメーションなどにつ
いての論議のため来所
Dr.RakeshMINOCHA(米国農務省東北林業試験
場)(平成元年6月20日)木材生物部門 とリグ
ニン化学部門の見学および樹木生化学について
討議のため来所
Mrs.B.R.BarbaraHISLOP (Board ofDire-
ctor,CanrorCorp.),Dr.SuezoneCHOW
(DirectororResearchandDevelopment,
CanforCorp.)(平成元年6月26日)｢木質材
料に関する研究室資料調査と討議｣のため来所
ProfessorRoyF.PELLERIN (StructuralEngi一
meeringSection,CivilandEnvironmental
Engineering,WashingtonStateUniversity)
(平成元年7月17日)｢木質材料の製造と性質に
関する研究討議｣のため来所
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